
藤
原
鎌
足
（
か
ま
た
り
）
を
祭
る
談
山
神
社
（
多
武
峰

桜
井
市
）
が
、
室
町
時
代
後
期
の
永
正
一

二
（
一
五
一
五
）
年
に
領
地
の
古
絵
図
を
作
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
古
絵
図
に
十
市
郡
膳
夫
荘
（
か
し
わ
で
そ
う
）
の
一
部
分
と
し
て
、
当
地
に
当
た
る
出
合
里
（
で

あ
い
の
さ
と
）
が
初
め
て
登
場
し
て
い
ま
す
。
出
合
里
の
東
西
入
り
口
に
橋
と
木
戸
が
描
か
れ
て
お
り

里
が
、
堀
で
囲
ま
れ
た
環
濠
集
落
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

観
世
流
の
祖
・
観
阿
弥
（
か
ん
あ
み
）
の
子
で
能
楽
を
大
成
し
た
世
阿
弥
（
ぜ
あ
み
）
が
、
能
楽
の

話
題
を
い
ろ
い
ろ
列
記
し
た

申
楽
（
さ
る
が
く
）
談
議

に
大
和
猿
楽
の

出
合
の
座

が
、
こ
の

里
に
本
拠
を
置
い
て
活
躍
し
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
能
楽
・
狂
言
に
発
展
す
る
猿
楽
（
申
楽
）

の
一
座
が
こ
の
こ
ろ
、
大
和
各
地
に
散
在
し
て
物
ま
ね
・
話
芸
を
中
心
に
盛
ん
な
興
行
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
し
た
。
出
合
は
一
時
期
、
大
和
一
円
の
文
化
的
な
拠
点
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

古
代
大
道
・
横
大
路
と
中
ッ
道
の
交
差
す
る
出
合
村
が
、
江
戸
時
代
の
寛
文

元
禄
年
間
（
一
六
六

一

一
七

三
）
に
膳
夫
村
か
ら
独
立
し
ま
す
。

明
治
二
二
年
の
市
町
村
制
施
行
で
香
久
山
村
大
字
と
な
り
ま
す
。
昭
和
三
一
年
九
月
に
桜
井
市
の
大

字
と
な
っ
た
あ
と
翌
年
一

月
、
橿
原
市
に
編
入
さ
れ

橿
原
市
出
合
町

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

大
和
猿
楽

出
合
の
座


